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第２２回八代地域審議会発言要旨 

委 員 事 務 局 

■議題（１）八代市総合計画策定審議会委員の推薦について【資料１－１、１－２】 

総合計画後期基本計画の策定後、どうやって市民に落とし込む

のか、方向性なり具体的なものがあれば教えてほしい。 

今年度は作る過程において、パブリックコメントの実施や、ま

ちづくり懇談会実施する中でお知らせしていきたい。 

策定後は市報、ホームページ、フェイスブック等色々な媒体を

使って皆様にお示ししていきたい。 

総合計画後期基本計画と聞くと、固いような、耳に入りにくい

ので、皆さんが聞いて入り込みやすく、端的にするとかの工夫を

していただき、沢山の市民の皆様に計画があるということ知って

いただければ、それによって、安心感や希望が少しずつ芽生えて

くると思う。 

市民に分かりにくいのは、総合計画と予算との関連性がわかり

にくかったからで、またそれをどう評価して次に活かしているか

が見えなかったからである。 

今度の総合計画は、例えば目標を数値化するなど、最初から評

価することを念頭に計画をつくっていくので、もう少しわかりや

すく市民の皆様に説明できるのではないかと思っている。 

■報告事項（１）八代市笑顔 deあいさつ日本一運動について【資料２】 

オープニングイベントについて、歌や体操とはどういったもの

か。また、「おやつマルシェ」とは何か、もう少し詳しく説明し

てください。 

曲名は、本運動のキャッチフレーズ“「笑顔 deあいさつ」しあ

わせ発信！八代市”にちなんだものになる。作詞作曲は熊本市在

住の際田まみさんに、体操はＦＭ八代に振付を依頼している。 

おやつマルシェは、二見の「しょい」によるアイスやクレープ

等の販売会で、会場のハーモニーホール敷地内での開催を検討し

ている。 
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委 員 事 務 局 

あいさつ推進室を中心にひとつの体系的な推進が必要と思う。

１年間若しくは５カ年間の目標に対して、達成率を計画的に体系

的に評価する必要がある。場当たり的にその年の取組みを考える

のではなく、地域住民活動と連携した推進体制をお願いしたい。 

庁内の体制としては、市長、各部長を中心に推進本部を立上げ、

各課長を推進員として位置付けている。この推進室だけが進める

のではなく、全職員が運動員となり、各課の関連団体や地域、企

業に働きかけるのが今年の取組み。 

次の段階として、何を以て広がったのか、皆さんにどう感じて

もらえているのかを検証する必要がある。その方法は市民アンケ

ート等色々な手法があるので今後考えていきたい。 

また、推進協議会等の団体の設置についても今後の推移を見な

がら必要があれば検討したい。 

■報告事項（２）住民自治に関する進捗状況について【資料３】 

地域協議会の組織図等を拝見すると、女性の参画が弱いように

感じる。校区の中で女性を入ってもらうのはエネルギーを要する

ことかと思うが、やる気がある方もいらっしゃると思うのでもう

少し工夫してほしい。 

地域協議会が立ちあがった５地域の中で、婦人会長が副会長を

務められている所が多い。他、女性部会をつくっている部会もあ

るので、出来るだけ若い女性の視点を取り入れたまちづくりを展

開していけるよう、女性の登用を積極的に進めていきたい。 

先日、地元で説明会があり、やっと少しわかってきた状況。 

まだまだ地域住民に対して説明が足りないのではないか。 

校区長他、各種団体の代表者へは、住民自治推進団体連絡会議

の中で、説明会を希望されれば説明に伺うということはお伝えし

ていたが、町内まで届かなかったのかもしれない。こちらから、

各町内に説明会の案内に回れば良かったが、反省点である。 

しかし、かなりの町内単位で説明会は開催しており、だんだん

ご理解をいただいているのではないかと思っている。 

市ではよく説明会をされたと思うが、会場に来られる住民が少

ない。会場に来なかった人、また説明会を知らなかった人がいる。

決まっていない校区に対してフォローをしていけばうまくいく

と思う。要望があればいつでも説明に参るということなので、地

域の方から声を出していくのも必要かと思う。 

８月に住民自治推進団体連絡会議を開催するので、各校区での

説明会の開催についてお願いする。各校区からの要望に対して対

応していきたい。 
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■報告事項（３）地域要望制度について【資料４】 

要望は、順位付けされて出てきているのか。 校区単位で順位付けは難しいというご意見も頂いているので、

可能な限りお願いしている。 

 校区要望は、将来的には地域協議会の中で地域に必要なものを

協議の上提出していただく。地域でできることは自分たちでやる

ということも併せて協議していただくということも狙いとして

おり、そこが住民自治につながると考えている。 

  

 

 

 

 

 


